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項 目 要  約 

１．研究の概要 原子力発電技術の安全性・信頼性を向上し、炉心溶融物の物理現象の理

解に立ち戻った議論を深めるために、溶融物の伝熱・流動・相変化を機構

論的にモデル化できるMPS法の改良と解析および試験により、Ex-Vessel溶

融物挙動理解の抜本的な深化を図る。MPS法による計算機実験、模擬溶融物

流下試験、UO2流下試験により、MPS法の解析能力を検証し、機構論的な

Ex-Vessel溶融物挙動の予測のための課題を明らかにすることを目的とし、

以下の研究開発を行う。 

１）MPS法によるEx-Vessel溶融物挙動の理解の深化 

２）模擬デブリ流下試験によるMPS解析結果の妥当性の検証 

３）UO2流下試験による基礎データ取得 

２．総合評価 
Ｓ

・現象を理解、説明する手法として期待ができ、基礎研究としても先端的

であり、優れた成果であると評価できる。

・若手研究者を含むプロジェクトとして人材育成にも貢献しており、また、

論文発表数が多いことが評価できる。 

・計算科学の専門家を体制に組み込み、改良MPS法を用いて、炉心溶融物

質の拡がりやMCCIに関する簡易なモデルを構築し、それらをシビアアク

シデント解析コードに組み込むなどの道筋が示された。今後、軽水炉の

安全審査における簡易手法に取り込まれることに期待したい。

Ｓ）特筆すべき優れた成果があげられている 

Ａ）優れた成果があげられている 

Ｂ）相応の成果があげられている 

Ｃ）部分的な成果に留まっている 

Ｄ）成果がほとんどあげられていない 


